
各
部
門
か
ら

『
デ
ュ
エ
ッ
ト
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
紹
介
』

　平
成
12
年
に
デ
ュ
エ
ッ
ト
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

開
院
し
て
、
お
陰
さ
ま
で
16
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
現
在
、
院
長
ほ
か
、
木
村
淑
子
先
生
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
中
根
理
事
長
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
先
生
方
、
大
学
か
ら
非
常
勤
の
先
生

方
の
力
を
借
り
、
外
来
ス
タ
ッ
フ
12
名
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
こ
じ
ん
ま
り
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

　ケ
ア
メ
イ
ト
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
併
設

し
、
質
の
高
い
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

ア
ト
リ
オ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
に
伴

い
、
今
後
当
院
か
ら
北
浦
和
や
与
野
方
面
の
訪
問

診
療
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　規
模
は
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
が
、
地
域
基

幹
病
院
や
が
ん
診
療
病
院
か
ら
の
在
宅
紹
介
も
多

く
、
訪
問
診
療
利
用
者
も
100
名
前
後
と
忙
し
い
毎

日
で
す
。
外
来
も
増
加
傾
向
で
、
お
待
ち
い
た
だ

デ
ュ
エ
ッ
ト
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院

　長

　
　大

　和

　康

　彦
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『
ア
ト
リ
オ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
！
』

慶
應
義
塾
大
学
病
院

研
修
医

　
　伴

　
　
　圭

　吾

　10
月
に
地
域
医
療
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
、
慶
應
義
塾
大
学
の
初
期
研
修
医
の
伴
圭
吾
で

す
。
総
合
病
院
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
つ
な
ぐ
在
宅
医

療
は
、
今
後
益
々
注
目
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
現
場
の
全
て
で
研
修
が
で
き
た
こ
と
、

真
に
幸
運
で
し
た
。

　チ
ー
ム
で
運
営
す
る
診
療
所
は
、
行
政
を
志
す

私
に
と
っ
て
、
地
域
医
療
の
理
想
像
で
し
た
。
そ

の
理
想
が
既
に
現
実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、

喜
び
と
同
時
に
驚
き
で
あ
り
、
ま
た
己
が
見
識
の

狭
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　医
学
か
ら
接
遇
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
業
種
の

方
か
ら
ご
指
導
を
受
け
、
研
修
が
終
了
し
た
時

の
、
名
残
惜
し
さ
と
達
成
感
が
共
存
し
た
心
地

は
、
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

『
4
週
間
の
研
修
を
終
え
て
』

く
こ
と
も
あ
り
大
変
恐
縮
で
す
。
当
医
療
法
人
の

「
温
か
く
信
頼
に
か
な
う
医
療
」
の
理
念
を
大
切

に
、
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
努
力
と
工
夫
を
重
ね
る
毎
日
で
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　「
訪
問
看
護
」
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
が

与
野
本
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　平
成
28
年
9
月
1
日
、
埼
京
線
与
野
本
町
駅
よ

り
徒
歩
7
分
、
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
前
の
道
路
に

面
し
ガ
ラ
ス
張
り
に
大
き
く
描
か
れ
た
ピ
ン
ク
の

笑
顔
の
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
目
に
止
ま
り
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
場
所
で
心
ゆ
く
過
ご
す
日
々
を
支
え
る

た
め
に
、
訪
問
看
護
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を

兼
ね
備
え
、
一
人
一
人
の
人
生
に
寄
り
添
え
る
よ

う
に
と
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
退
院
後
の
介

護
の
こ
と
や
、
こ
の
所
家
族
の
様
子
が
心
配
、
介

護
は
ま
だ
先
だ
け
ど
今
か
ら
準
備
す
る
こ
と
は
…

な
ど
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま

だ
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
す
が
、
思
い
は
大
き
く

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

自
分
で
頭
が
お
か
し
く
な
っ
た
と
い
う
。

 

認
知
症
で
あ
っ
た
と
し
て
も
早
い
時
期
に
診
断
し

て
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
そ
の
後
の
本
人
・
家
族

の
方
の
生
活
を
大
き
く
改
善
し
ま
す
。

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

訪
問
看
護
師

　

 

戸
ヶ
崎

　愛

　美
（
と
が
さ
き

　ま
な
み
）

　

 

橘

　
　
　弘

　子
（
た
ち
ば
な

　ひ
ろ
こ
）

● 

理
学
療
法
士

　

 

中

　島

　拓

　馬
（
な
か
じ
ま

　た
く
ま
）

アトリオ訪問看護ステーション
新職員紹介

ア
ト
リ
オ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
看
護
管
理
者中

　島

　悦

　子

居
宅
支
援
事
業
所
管
理
者

柳

　澤

　昭

　子
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な
る
ほ
ど
健
康
講
座

な
る
ほ
ど
健
康
講
座

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
性
感
冒
と
も
言
わ
れ

ま
す
が
、
重
症
化
し
や
す
く
、
感
冒
（
一
般
の
か

ぜ
）
と
は
区
別
す
べ
き
病
気
で
す
。
乳
幼
児
で

は
、
年
間
数
百
例
の
急
性
脳
症
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
気
管
支
喘
息
、
心
不
全
、
糖
尿
病
、

免
疫
不
全
な
ど
の
病
気
が
あ
る
方
や
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
は
重
症
化
し
や
す
く
、
日
本
で
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
直
接
的
・
間
接
的
死
亡

者
数
は
年
間
1
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

症
状
：
典
型
的
症
状
は
、
38
度
以
上
の
熱
と
共
に

だ
る
さ
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
強
い
全
身
症

状
が
急
に
出
ま
す
が
、
症
状
が
軽
く
感
冒
様
の
症

状
の
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

診
断
：
鼻
の
粘
液
を
綿
棒
で
ぬ
ぐ
い
取
っ
て
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。

測
定
原
理
は
抗
原
抗
体
反
応
で
A
型
か
B
型
か
の

判
定
が
で
き
ま
す
。
10
分
前
後
で
判
定
で
き
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
後
12
時
間
以
内
で

は
ウ
イ
ル
ス
量
が
少
な
く
、
診
断
が
困
難
で
す
。

予
防
接
種
：
は
し
か
の
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う
に
、
発

病
を
確
実
に
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

重
症
化
や
合
併
症
を
減
ら
し
ま
す
。
高
齢
者
に
対

し
て
は
、
死
亡
の
危
険
を
⅕
に
、
入
院
の
危
険
を

⅓
〜
½
に
ま
で
減
ら
せ
ま
す
。
さ
い
た
ま
市
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
は
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
予

防
接
種
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
2
週
間
か
か
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。

治
療
：
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
が
何
種
類
か
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
発
症
後
48
時
間
以
内
に
治
療
を
始

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
従
っ
て
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
疑
っ
た
ら
、
早
め
の
受
診
が
必
要
で
す
。

注
意
点
：
治
療
薬
の
タ
ミ
フ
ル
服
用
後
に
、
異
常

行
動
に
よ
る
転
落
死
の
報
道
が
以
前
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
他
の
治
療
薬
で
も
異
常
行
動
が
生

じ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
自
体
に
伴
っ
て
起
き
る
場

合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
発
症
か
ら
2

日
間
は
、
保
護
者
は
小
児
・
未
成
年
者
が
一
人
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
で
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
：

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
と
は
性
質
（
抗
原
性
）
が
大

き
く
異
な
り
、
ヒ
ト
が
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た

め
に
、
爆
発
的
に
流
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の

を
指
し
ま
す
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
遺
伝
子
の
変
異
に
よ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

仕
組
み
は
、
2
つ
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
や
鳥

類
の
体
内
で
変
異
す
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

ヒ
ト
や
豚
に
、
ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
同
時
に
感

染
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
混
ざ
り
合
っ
て
、
ヒ
ト
か
ら

ヒ
ト
へ
感
染
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
な
る
こ
と
で
す
。
（
図
参
照
）
。

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』

（厚生労働省ホームページ（HP）より引用）

鳥インフルエンザウイルス

人のインフルエンザウイルス

新型インフルエンザウイルス

③変異して、人から人への
　感染力を持つ新型に

①鳥同士の接触
　感染、フン等を
　介した感染

②接触などに
　より、まれに
　人に感染

②接触などに
　より、まれに
　人に感染

③2種類のウイルスの
　再集合で人から人
　に強い感染力を持
　つ新型に

鳥インフルエンザ
ウイルスを野生水
鳥が腸内に保有

④新型ウイルスの出現
　による人での爆発的
　感染のおそれ

呼
吸
器
内
科

特 

任 

医 

師

医
療
法
人

　明
医
研

　
　
　
　
　
　阿

　部

　
　直


